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祝  100歳おめでとうございます祝  100歳おめでとうございます
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●
特
集　
令
和
７
年
度
当
初
予
算

一般会計
46億1,000万円

特別会計
12億3,210万円

企業会計 4億96万円
令和７年度川北町当初予算
62億4,306万円

　令和７年度当初予算が、第２回 ( ３月 ) 議会定例会で可決されました。皆さんが納　令和７年度当初予算が、第２回 ( ３月 ) 議会定例会で可決されました。皆さんが納
める税金などがどのように使われるのか、その歳入と歳出について概要をお知らせめる税金などがどのように使われるのか、その歳入と歳出について概要をお知らせ
します。します。

　
北
陸
の
経
済
動
向
は
、
個
人
消
費
や
生
産
が
緩
や
か
に
回
復
し
、
雇
用

情
勢
も
緩
や
か
に
持
ち
直
し
て
い
る
一
方
で
、
国
際
的
な
政
情
不
安
に
よ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
を
は
じ
め
と
し
た
物
価
の
高
騰
、
円
安
の
進
行
な
ど

の
影
響
に
よ
り
、
日
常
生
活
や
経
済
・
社
会
活
動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
中
、
令
和
７
年
度
当
初
予
算
は
、
町
の
指

定
避
難
所
と
な
っ
て
い
る
学
校
体
育
館
の
空
調
設
備
を
整
備
す
る
な
ど
町

民
の
「
安
全・安
心
の
確
保
」
と
「
防
災
対
策
」
の
推
進
に
取
り
組
む
ほ
か
、

サ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
川
北
に
お
け
る
大
型
遊
具
の
追
加
整
備
や
一
人
暮
ら
し

宅
の
高
齢
者
へ
の
緊
急
通
報
体
制
整
備
事
業
と
し
て
、
新
た
に
携
帯
電
話

回
線
を
利
用
し
た
機
器
を
導
入
す
る
な
ど「
子
育
て
支
援
と
福
祉
の
充
実
」

に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
教
育
環
境
の
充
実
」
と
し
て
、
中
学
生
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

派
遣
事
業
、
英
語
教
育
の
充
実
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
推
進
し
、
生
活
環
境
の

向
上
と
定
住
化
支
援
で
は
、
町
道
の
整
備
工
事
や
区
道
水
路
な
ど
の
整
備

補
助
金
に
も
必
要
額
を
計
上
し
て
お
り
、
空
き
家
に
関
す
る
支
援
事
業
な

ど
移
住
・
定
住
の
促
進
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、「
産
業
の
振
興
」
と
し
て
、
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
事
業
を
は

じ
め
と
し
た
農
業
振
興
、
中
小
企
業
の
設
備
投
資
に
対
す
る
助
成
な
ど
地

域
経
済
の
活
性
化
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
そ
し
て
、
健
康
づ
く
り
推
進
条
例
に
基
づ
く
、
様
々
な
施
策
も
展
開
し
、

関
係
機
関
や
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
「
健
康
づ
く
り
の
推
進
」
を
実

施
し
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
繋
げ
る
ほ
か
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
行
政

手
続
き
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
行
政
情
報
の
周
知
に
努
め
る
な

ど
、
更
な
る
「
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
」
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
主
な
施
策

や
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
２
ペ
ー
ジ
か
ら
５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
令
和
７
年
度
の
一
般
会
計
は
46
億
１
０
０
０
万
円
、
前
年
度
と
比
べ
て

サ
ン
ハ
イ
ム
三
反
田
整
備
事
業
の
完
成
に
よ
り
６
億
２
８
０
０
万
円
、
12
．

０
％
減
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
特
別
会
計
、
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
予

算
総
額
は
、
62
億
４
３
０
６
万
円
、
前
年
度
と
比
べ
５
億
８
０
８
１
万
円
、

８
．５
％
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
個
人
や
法
人
か
ら
納
め
ら
れ
る
町
民
税
や
固

定
資
産
税
を
含
む
町
税
が
、
前
年
度
当
初
予

算
よ
り
１
億
２
２
６
０
万
円
、
９
．
８
％
増
の

13
億
７
３
６
０
万
円
を
見
込
ん
で
お
り
、
こ
れ
に

使
用
料
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
自
主
財
源
の
比
率

が
41
．
３
％
と
昨
年
度
よ
り
も
増
加
し
、
引
き
続

き
高
い
割
合
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
国
や
県
の
交
付
金
・
補
助
金
な
ど

も
活
用
し
な
が
ら
、
柔
軟
な
町
政
の
運
営
に
努

め
ま
す
。

　
ソ
フ
ト
事
業
で
は
、
非
常
持
出
袋
の
追
加
購

入
や
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
費
用
に
対
す
る

助
成
、
各
保
育
所
で
実
施
し
て
い
る
「
わ
く
わ

く
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」に
新
た
に
５
歳
児
の「
ア
ー

ト
教
室
」
を
加
え
、
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
「
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
を
新
た
に
設
置
し
、
子
育
て

に
悩
み
や
不
安
を
抱
え
て
い
る
保
護
者
に
対
す

る
相
談
支
援
体
制
の
強
化
を
行
う
ほ
か
、
新
た

な
事
業
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
小
中
学

校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
実

施
し
、
保
護
者
負
担
の
軽
減
に
も
努
め
ま
す
。

　
ハ
ー
ド
事
業
で
は
、
指
定
避
難
所
に
お
け
る

空
調
設
備
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
役
場
庁
舎
や

ふ
れ
あ
い
健
康
セ
ン
タ
ー
の
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
サ

ン
フ
ィ
ー
ル
ド
川
北
へ
の
大
型
遊
具
の
追
加
整

備
な
ど
、
施
設
の
利
便
性
向
上
や
安
全
・
安
心

の
確
保
に
も
力
を
入
れ
た
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

当
初
予
算
の
ポ
イ
ン
ト

歳
　
　
入

歳
　
　
出

会計区分 令和７年度 前年度対比（％）
一般会計 46 億 1,000 万円 △ 12.0

国民健康保険特別会計 5 億 7,800 万円 7.4

介護保険事業特別会計 5 億 400 万円 0.6

介護保険サービス事業特別会計 5,940 万円 3.1

後期高齢者医療特別会計 9,070 万円 7.2

簡易水道事業会計 1 億 1,277 万円 △ 5.1

工業用水道事業会計 5,835 万円 1.7

農業集落排水事業会計 2 億 2,984 万円 0.6
合計（一般会計 + 特別会計 + 企業会計）62億4,306万円

令和７年度当初予算令和７年度当初予算

特別
会計

企業
会計
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●
特
集　
令
和
７
年
度
当
初
予
算

町税
29.8%

13億7,360万円

繰越金
0.6% 3,000万円

地方交付税
24.9%

11億5,000万円

国庫支出金
13.5%

6億2,165万円

県支出金
4.6%

2億1,071万円

県支出金
4.6%

2億1,071万円

町債
10.3%

4億7,570万円

町債
10.3%

4億7,570万円

分担金
及び
負担金
0.6%

2,796万円

使用料
及び
手数料
3.1%

1億4,431万円
財産収入
寄附金
諸収入
2.0%

9,241万円

繰入金
5.2%

2億4,078万円

地方
譲与税

0.5% 2,108万円

地方消費税
交付金等
各種交付金
4.9％

2億2,180万円

歳 入
46億1,000万円

自主財源
41.3%

19億906万円

依存財源
58.7%

27億94万円

消防費
4.4%
2億155万円

消防費
4.4%
2億155万円

予備費 0.1% 500万円予備費 0.1% 500万円

商工費
1.6% 7,234万円
商工費
1.6% 7,234万円

歳 出
46億1,000万円

教育費
16.3%

7億5,362万円

民生費
24.7%

11億3,845万円土木費
6.6%
3億420万円

衛生費
11.8%

5億4,657万円

公債費 8.3% 3億8,200万円公債費 8.3% 3億8,200万円

総務費
19.2%

8億8,561万円

総務費
19.2%

8億8,561万円

議会費1.5% 6,765万円議会費1.5% 6,765万円

農林水産業費
5.5% 2億5,301万円
農林水産業費
5.5% 2億5,301万円

  一般会計 歳入

  一般会計 歳出
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令和７年度町の取り組みを紹介します。
主要施策を７つのポイントに分け、名称
・事業費・概要をP４からP５掲載してい
ます。町の主な事業 

安全・安心なまちづくり

自主防災組織活動
育成事業補助金

各地区の自主防災組織の設立や資機材の
購入、訓練などに係る費用を補助します。

190万円

可搬式
小型動力ポンプ購入事業

自衛消防隊の小型動力ポンプを更新しま
す。

192万円

防犯カメラ設置費補助金

地区の防犯カメラ設置に対し、設置費用の
1/2、10万円を上限に助成します。(専用柱
を含む工事の場合、15万円を上限とする)

40万円

教育環境の充実
小中学校給食費無償化事業

小中学校給食費の無償化に引き続き取り組
み、保護者負担の軽減を図ります。

4,754万円

オンライン英会話・
英語４技能テスト

小学校５年から中学校２年生を対象に、インタ
ーネットを利用した英会話レッスン、小学校5・
6年・中学校２年生を対象に読む・聞く・話す・
書くの４技能テストの受験費用を助成します。

95万円

ＡＬＴ(外国語指導助手)・
小学校外国語指導助手の配置

小中学校に外国語指導助手を配置し、児
童・生徒の英語教育の充実や、国際理解教
育の向上を図ります。

685万円

生活環境の整備
道路・水路等整備事業

町道や区道を安全に走行できるように整
備します。

1億4,654万円

空き家に関する支援事業

空き家の解体費用の補助及び改修費用の
補助や成約奨励金の交付に取り組みます。

169万円

新築住宅取得奨励金

住宅を新築及び購入した方に対し、奨励
金として一律50万円を助成します。

1,000万円
住宅リフォーム等助成事業

〈リフォーム〉
１戸あたり20万円を上限に、リフォームに関
する費用の10％を助成します。　
〈太陽光発電システム〉
１戸あたり20万円を上限に、住宅用の太陽光
発電システムの設置に対する補助金です。
〈蓄電池〉
１戸あたり10万円を上限に、蓄電池の設置
に対する補助金です。
※いずれも、工事着工前の申請が必要。

400万円

奨学金返還支援事業

地域産業に就職された若者の奨学金返還
の一部を支援します。

240万円

農業・工業・商業の振興対策
水田農業構造改革助成金

米の生産調整に係る転作助成金、良質米
生産のため、水稲への防除費用の一部を
助成し、農業構造の改革を促します。

2,795万円

まちづくりの推進
川北まつり助成金

毎年8月の第1土曜日に開催します。
今年は40回目の開催になります。

5,000万円

町総合計画・総合戦略の
一体的策定

町の将来に向けた礎である両計画の一体
的な策定に取り組みます。

1,298万円
体育施設修繕事業

総合体育館の浄化槽、サンアリーナ川北
のエアコンなどを修繕します。

267万円

いきいき地域づくり事業

住民主体のまちづくりを推進、地域の活性
化のため、各地区に助成金を交付します。

4,000万円
照明LED化改修事業

役場庁舎・ふれあい健康センターの照明を
ＬＥＤ化し、電力の削減、脱炭素化の推進に
取り組みます。

4,150万円

中小企業への支援

町内業者の起業や販路拡大、設備投資に対す
る補助のほか、企業の貸付金利子の補給、企
業の人材採用PR動画の作成支援を行います。

399万円

スマート農業推進
事業費補助金

トラクターなどの自動操舵システムや農業
用ドローンなどを導入する際の費用の
1/3、100万円を上限に補助します。

612万円

健康づくりの推進
短期人間ドック助成事業

病気の早期発見と予防のため、人間ドック
検査、脳ドック検査及びＰＥＴ検査の検査費
用の約９割を助成します。

2,850万円

各種予防接種費用助成金
（インフルエンザ、高齢者肺炎球菌、風しん）

・生後6か月児から18歳と65歳以上の方は全額、19歳から64歳の方は１回限り2,000
円までインフルエンザ予防接種費用を助成します。
・定期接種以外の65歳以上の方の肺炎球菌予防接種費用を助成します。１人１回に限り
自己負担が2,000円となるよう接種費用の一部を助成します。

500万円

不妊症及び
不育症治療費給与金

子育て支援と福祉の充実
医療費助成事業

18歳までの子どもや75歳以上の高齢者
などに対し、医療費の自己負担額分を助
成します。

8,700万円

保育所・児童館
環境改善事業

橘保育所の屋外給湯配管・砂場シェード取
り付け、川北町児童館の風除室設置など
により環境改善を図ります。

523万円

サンフィールド川北
遊具整備事業

複数の大型遊具を整備し、活気に満ちた
魅力ある公園整備に努めます。

6,005万円

保育所わくわく
チャレンジ事業

リトミック教室・体育教室に加えて、 ５歳児
を対象に新たにアート(造形)教室を開催し
ます。

104万円
不妊治療及び不育治療を受けている夫婦に対
し、保険適用外の治療費の７割を助成します。
（年間70万円を上限、第２子以降も対象）

300万円
出産祝金

子どもを出産された方に支給されます。
第１子　５万円　　第２子　10万円
第３子　20万円　 第４子以降　30万円

450万円

児童館フェスタ

３つの児童館合同で様々な遊びを通して交
流を深めるイベントを11月に開催します。

60万円

緊急通報体制等
整備事業

一人暮らし宅の高齢者への緊急通報体制
整備として、携帯電話回線を利用した機器
を導入します。

21万円
チャイルドシート助成事業

２万円を上限に６歳未満の子ども１人に対
し１台分を補助します。

１0０万円

拡

新

拡新

新

新

小学校体育館空調整備及び
バリアフリー化改修事業

中島・橘小学校体育館の空調設備などを
整備し、合わせて中島小学校では、バリア
フリー化改修工事を実施します。

2億1,769万円

新

防災用品等購入費
補助事業

非常持出袋の追加購入に係る費用や感震
ブレーカーの設置に係る費用を補助しま
す。詳細はP６に掲載してあります。

30万円

新

耐震補強計画補助金

耐震診断をした建物に対して、補強計画を
作成する費用の2/3、20万円を上限に助
成します。詳細はP６に掲載してあります。

20万円

新運転免許自主返納
支援事業

運転免許の自主返納をした方に、１万円相
当の支援品を進呈することで、高齢者の運
転による事故の減少を図ります。

25万円

東部学供空調設備改修
事業

東部地区学習等供用施設の空調設備を整
備します。

4,692万円

新
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令和７年度町の取り組みを紹介します。
主要施策を７つのポイントに分け、名称
・事業費・概要をP４からP５掲載してい
ます。町の主な事業 

安全・安心なまちづくり

自主防災組織活動
育成事業補助金

各地区の自主防災組織の設立や資機材の
購入、訓練などに係る費用を補助します。

190万円

可搬式
小型動力ポンプ購入事業

自衛消防隊の小型動力ポンプを更新しま
す。

192万円

防犯カメラ設置費補助金

地区の防犯カメラ設置に対し、設置費用の
1/2、10万円を上限に助成します。(専用柱
を含む工事の場合、15万円を上限とする)

40万円

教育環境の充実
小中学校給食費無償化事業

小中学校給食費の無償化に引き続き取り組
み、保護者負担の軽減を図ります。

4,754万円

オンライン英会話・
英語４技能テスト

小学校５年から中学校２年生を対象に、インタ
ーネットを利用した英会話レッスン、小学校5・
6年・中学校２年生を対象に読む・聞く・話す・
書くの４技能テストの受験費用を助成します。

95万円

ＡＬＴ(外国語指導助手)・
小学校外国語指導助手の配置

小中学校に外国語指導助手を配置し、児
童・生徒の英語教育の充実や、国際理解教
育の向上を図ります。

685万円

生活環境の整備
道路・水路等整備事業

町道や区道を安全に走行できるように整
備します。

1億4,654万円

空き家に関する支援事業

空き家の解体費用の補助及び改修費用の
補助や成約奨励金の交付に取り組みます。

169万円

新築住宅取得奨励金

住宅を新築及び購入した方に対し、奨励
金として一律50万円を助成します。

1,000万円
住宅リフォーム等助成事業

〈リフォーム〉
１戸あたり20万円を上限に、リフォームに関
する費用の10％を助成します。　
〈太陽光発電システム〉
１戸あたり20万円を上限に、住宅用の太陽光
発電システムの設置に対する補助金です。
〈蓄電池〉
１戸あたり10万円を上限に、蓄電池の設置
に対する補助金です。
※いずれも、工事着工前の申請が必要。

400万円

奨学金返還支援事業

地域産業に就職された若者の奨学金返還
の一部を支援します。

240万円

農業・工業・商業の振興対策
水田農業構造改革助成金

米の生産調整に係る転作助成金、良質米
生産のため、水稲への防除費用の一部を
助成し、農業構造の改革を促します。

2,795万円

まちづくりの推進
川北まつり助成金

毎年8月の第1土曜日に開催します。
今年は40回目の開催になります。

5,000万円

町総合計画・総合戦略の
一体的策定

町の将来に向けた礎である両計画の一体
的な策定に取り組みます。

1,298万円
体育施設修繕事業

総合体育館の浄化槽、サンアリーナ川北
のエアコンなどを修繕します。

267万円

いきいき地域づくり事業

住民主体のまちづくりを推進、地域の活性
化のため、各地区に助成金を交付します。

4,000万円
照明LED化改修事業

役場庁舎・ふれあい健康センターの照明を
ＬＥＤ化し、電力の削減、脱炭素化の推進に
取り組みます。

4,150万円

中小企業への支援

町内業者の起業や販路拡大、設備投資に対す
る補助のほか、企業の貸付金利子の補給、企
業の人材採用PR動画の作成支援を行います。

399万円

スマート農業推進
事業費補助金

トラクターなどの自動操舵システムや農業
用ドローンなどを導入する際の費用の
1/3、100万円を上限に補助します。

612万円

健康づくりの推進
短期人間ドック助成事業

病気の早期発見と予防のため、人間ドック
検査、脳ドック検査及びＰＥＴ検査の検査費
用の約９割を助成します。

2,850万円

各種予防接種費用助成金
（インフルエンザ、高齢者肺炎球菌、風しん）

・生後6か月児から18歳と65歳以上の方は全額、19歳から64歳の方は１回限り2,000
円までインフルエンザ予防接種費用を助成します。
・定期接種以外の65歳以上の方の肺炎球菌予防接種費用を助成します。１人１回に限り
自己負担が2,000円となるよう接種費用の一部を助成します。

500万円

不妊症及び
不育症治療費給与金

子育て支援と福祉の充実
医療費助成事業

18歳までの子どもや75歳以上の高齢者
などに対し、医療費の自己負担額分を助
成します。

8,700万円

保育所・児童館
環境改善事業

橘保育所の屋外給湯配管・砂場シェード取
り付け、川北町児童館の風除室設置など
により環境改善を図ります。

523万円

サンフィールド川北
遊具整備事業

複数の大型遊具を整備し、活気に満ちた
魅力ある公園整備に努めます。

6,005万円

保育所わくわく
チャレンジ事業

リトミック教室・体育教室に加えて、 ５歳児
を対象に新たにアート(造形)教室を開催し
ます。

104万円
不妊治療及び不育治療を受けている夫婦に対
し、保険適用外の治療費の７割を助成します。
（年間70万円を上限、第２子以降も対象）

300万円
出産祝金

子どもを出産された方に支給されます。
第１子　５万円　　第２子　10万円
第３子　20万円　 第４子以降　30万円

450万円

児童館フェスタ

３つの児童館合同で様々な遊びを通して交
流を深めるイベントを11月に開催します。

60万円

緊急通報体制等
整備事業

一人暮らし宅の高齢者への緊急通報体制
整備として、携帯電話回線を利用した機器
を導入します。

21万円
チャイルドシート助成事業

２万円を上限に６歳未満の子ども１人に対
し１台分を補助します。

１0０万円

拡

新

拡新

新

新

小学校体育館空調整備及び
バリアフリー化改修事業

中島・橘小学校体育館の空調設備などを
整備し、合わせて中島小学校では、バリア
フリー化改修工事を実施します。

2億1,769万円

新

防災用品等購入費
補助事業

非常持出袋の追加購入に係る費用や感震
ブレーカーの設置に係る費用を補助しま
す。詳細はP６に掲載してあります。

30万円

新

耐震補強計画補助金

耐震診断をした建物に対して、補強計画を
作成する費用の2/3、20万円を上限に助
成します。詳細はP６に掲載してあります。

20万円

新運転免許自主返納
支援事業

運転免許の自主返納をした方に、１万円相
当の支援品を進呈することで、高齢者の運
転による事故の減少を図ります。

25万円

東部学供空調設備改修
事業

東部地区学習等供用施設の空調設備を整
備します。

4,692万円

新
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◎令和7年度から耐震補強計画に対しても補助を行います
●耐震診断・改修工事とは？
　（耐震診断）既存建築物が地震に対して安全に使えるどうかを見極めるものとなります。
　（補強計画）診断の結果をもとに建築物の倒壊を防ぐための補強計画を立てる必要があります。
　（耐震改修）�建築物の構造耐力の評価を1.0以上とする工事で、補強計画に基づき補強又は改修する工事

をいいます。

●対象となる建築物は？
　・川北町内に建設されている既存建築物。
　・�昭和56年5月31日以前に建築されたもので、建築基準法第６条に規定する建築基準関係に適合してい
るもの。

　・耐震診断士等が行った耐震設計に基づく改修工事をおこなうもの。
　・建築物の床面積30㎡以上のもの。

●補助をうけることが出来る方は？
　・当該既存建築物を所有し、かつ、自ら居住している方。
　・町税を完納している方。

●補助金の額は？
　耐震診断　補助率　　　 ３/４　上限　  9万円
　補強計画　補助率　　　 ２/３　上限　20万円
　耐震改修　補助率　　  10/10　上限  180万円
　◎着工前に、補助申請が必要です。　詳しくは土木課までお問い合わせください

【問合せ先】土木課　☎(277)1108

１．事業の目的
　災害の発生に備え、各世帯に１袋無償提供している非常持出袋を追加で購入したい方に対して助成を行
い、地震時における電気に起因する住宅からの出火による被害から生命や財産を守るため、感震ブレーカー
を設置する方に対しても、助成を行います。

２．補助対象者
　町内に住所を有し、非常持出袋の追加購入及び感震ブレーカーを設置した方。

３．補助金

非常持出袋
(追加分)

購入費の２分の１以内
（100円未満端数切捨て）
限度額は５,000円

非常持出袋の申請は１住宅当たり１回に限る。
※防災グッズがセットされた非常持出袋を含む
（新規転入者などに対する非常持出袋の無料配布は継続）

感震
ブレーカー

設置費の２分の１以内
（100円未満端数切捨て）
限度額は10,000円

物品の申請は対象品目に関わらず１住宅当たり１回に限
るが、補助を受けた年度より10年を超えた場合は再申請
を可能とする。
［分電盤タイプ（内蔵型・後付型）、コンセントタイプ、簡易タ
イプがあります。］

【問合せ先】総務課　☎(277)1111

既存建築物耐震診断・補強計画・改修工事費補助

防災用品等購入費助成事業
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1.補助対象事業者
　�ふるさと納税返礼品協力事業者または協力事業者となる見込みがある者で、町内に事業所もしくは事務所
を有する法人または個人

2.補助対象経費・補助金額
補助対象経費 補助金額

・外部の専門家への謝礼金及び旅費
・商品の容器・包装材の購入費など
・パッケージ、包装紙、シールなどの印刷費
・原材料、資材、試作品などの送付に係る送料
・調査研究、パッケージデザイン等委託費、試作品などの外注加工費
・各種許認可の取得費、成分分析・検査費用
・試作に使用する原材料費
・機器リース料など
・その他 町長が必要と認める費用

補助対象経費合計額
の1/２の額

上限額：30万円

3.申請の流れ

　※交付決定を受けた年度の末日までに、必ず実績報告すること
　ふるさと納税返礼品とは…�主として町内で生産された原材料を加工したもの、または町内で製造・加工さ

れた商品
【問合せ先】総務課　☎(277)1111

　川北町では、令和3年からニュージーランドのアワタプカレッジと国際交
流を行っており、令和3年・4年はオンラインでの交流を行いました。また、
令和５・6年には川北中学校の生徒がニュージーランドを訪れ、令和７年も
派遣を予定しております。
　今回は、これまでの交流の成果もあり、ついにアワタプカレッジの生徒が
川北町を訪問することになりました。４月19日(土)～21日(月)の3日間を川
北町で過ごし、ホストファミリーや川北中学校の生徒と交流します。

川北町 ふるさと納税返礼品開発等支援補助金
ふるさと納税返礼品の開発・改良等の費用を支援します

アワタプカレッジの生徒が
川北町を訪れます！

ニュージーランド

申請書
提出 交付決定 事業実施

（開発・改良開始）
事業終了

（開発・改良終了） 実績報告 補助金の
確定通知 入　金
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　４月から小学校への入学を控える中島保育所さく
ら組の子供たちに、三反田地区にお住まいの北田彰さ
んから「日付を毎日入れ替えて、大事に使ってくださ
い」と入学祝いに手作りの木製カレンダーがプレゼン
トされました。
　受け取った子供たちは、プレゼントのお礼に歌をお
送りました。

　ひなまつりの集いが町内３つの保育所で行われ、
健やかな成長を願いました。
　橘保育所では、歌をうたったり、お面を身につけ
てお内裏様とお雛様になりきって写真を撮影しまし
た。

　卒業式が中学校と各小学校で行われ、中学校67
名、小学校74名の卒業生に卒業証書が手渡されまし
た。
　中学校では、在校生の西田聡一郎さんが送辞を読
み、卒業生の長谷田侑士さんが答辞を読みました。
　卒業式を終えた子ども達は、お世話になった先生や
両親に見送られ、胸を張って学び舎を後にしました。
　中学校の卒業生は９年間義務教育課程を修了しそれ
ぞれの道へ旅立ちとなります。川北町で生まれ育った
誇りを持ち大きく羽ばたいてください。
　ご卒業おめでとうございます。

　３月２日に100歳の誕生日を迎えられた佐々木市二
さん（草深）を前哲雄町長が訪問し、お祝いの品を贈呈
しました。ご家族やお祝いにかけつけた方々が見守る
中、市二さんは「ありがとうございます」とお祝いを受け
取り、感極まり涙されていました。
　市二さんは、退職後90歳まで、野菜やメロン、いちじ
く栽培など農業に精を出されていました。今の楽しみ
は、テレビで大相撲を見ることだそうです。
　現在、町内の100歳以上の方は佐々木さんを含め２
名になります。

ひなまつりの集い

佐々木市二さん100歳の
誕生日おめでとうございます

手作りの木製文具を
プレゼント

小中学校　卒業式

3
3

3
3

3
5

3
14
3
18
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　町内の施設を回るウォークラリーや、墨や筆を
使う書道体験など、実際に日本人と話す・日本文
化を体験する活動を取り入れてい
ます。学習者(＝外国人)の希望も多
く、この回だけは参加したい！と
いう方も多くいます。

　教室は「いろどり」というテキストを使用して
います。音声を聞きとったり、文章を読み取るだ
けでなく、会話の練習もあり、「聞く・読む・話
す」がバランス良く学べます。
　教える側用の解説もあり、学習
者との会話を楽しみながらテキス
トを進めています。

　日本での生活を支えるためには教室の支援だけ
では足りず、地域や行政の外国人への理解も不可
欠です。行政の手続きの場面では難しい言葉も多
いため、12月には役場職員を対象に「多文化共
生」に関する講演会を開催し、文化や価値感の違
いを相互に理解することの大切さを学びました。

〈令和７年度の教室予定〉
　教室は基本毎月第４土曜日10:00～11:30で実施し
ます。令和７年度は、サポーター養成講座も開催予
定です。

学習者のDさんより

　教室に行くと、皆さんがとても親
切に日本語を教えてくれます。外
国人の私でも、人と人との間に距離
を感じることは全くありませんでし
た。日本の方々は本当に親しみやす
いと感じました。日本語での会話力
が以前より向上しており、本当に感
謝しています。

  サポーター募集

特 集

　川北町民の約１％を占める約65人の外国人の方々が町内で生活し
ています。また、約130人が町内の企業で働いています。日本語を
勉強して日本へ来られた方々ですが、日本の慣習や方言、生活する
上での日本語には不慣れな方も多く、会話や文化体験イベントを通
じて「いきた日本語」を学べる場として、日本語教室「なでしこ日
本語ひろば」を実施しています。

なでしこ日本語ひろば

一緒に活動する仲間を募集しています！特別な資格等は必要ありません。
【問合せ先】教育委員会　☎（277）1151
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令和７年度  健診・がん検診のお知らせ
がんは、誰もがなる可能性がある身近な病気です。日本人の２人に１人が
かかり、３人に１人が亡くなると言われています。
早期発見・早期治療のために、がん検診を受けましょう。

健
診・が
ん
検
診
申
込
み
の
流
れ

⑴
受
診
す
る
健
診・が
ん
検
診
を
確
認
す
る

⑷
案
内
通
知
が
届
く

⑸
健
診・が
ん
検
診　
当
日

⑵
受
診
す
る
日
時・場
所
を
確
認
す
る

⑶
健
診・が
ん
検
診
の
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※上記年齢は、令和７年４月１日から翌年３月３１日までの間に対象年齢になる方を含みます。
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1 健診・がん検診の種類と対象者
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４月に
世帯通知を
送付します

NEW NEW

費用は無料

検診項目 内容 対象者 注意事項
基 本 健 診

身体計測・診察・検尿・
血圧測定・血液検査・
心電図・眼底検査

20～ 39歳

特 定 健 診 40歳以上
加入している健康保険 (国保、
健保組合、協会けんぽ、後期高
齢者　等 )から届くお知らせ
をみて受診します。

肝炎ウイルス検査 採血による検査 40歳以上 今まで受けたことがない方が
受けられます。

肺 が ん・結 核 検 診
胸部レントゲン撮影
喀痰細胞診
(問診で概当する方 )

40歳以上
65歳以上の方は、結核検診と
しても大事な検診です。
６月に検診車が各地区を巡回
します。

胃 が ん 検 診 バリウムを飲み胃部Ｘ
線検査 50歳以上

大 腸 が ん 検 診 便潜血反応検査 40歳以上
前 立 腺 が ん 検 診 採血による検査 50歳以上の男性
子 宮 頸 が ん 検 診 視診・細胞診 20歳以上の女性 集団検診と個別検診がありま

す。乳 が ん 検 診 乳房エックス線検査
（マンモグラフィ） 40歳以上の女性

骨 粗 鬆 症 検 診 超音波検査
（機械に足を入れ検査） 20歳以上の女性

申込み（予約変更・キャンセル等含む）・問い合わせ先

川北町　福祉課　保健センター　　☎277－8388（直通）
午前8時30分から午後5時15分（土曜日、日曜日、祝日、年末年始を除く）
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健診・がん検診の日程

健診・がん検診の予約方法

❶ＬＩＮＥ　❷電話　❸申込書　いずれかでお申込みください。

今年度から
乳がんも
個別検診が
できるように
なりました。

NEW

NEW

❷電話で申込む
　福祉課へ直接電話で
　申込みできます。
締切　希望日の７日前まで

●�事前に LINE 通知番号をお手元に
ご用意ください。
　（申込書に記載の氏名下９桁の番号）
●�予約を変更、キャンセルする場合
は福祉課までご連絡ください。
　（予約の変更やキャンセルは LINE では行えません。）
　締切　希望日の15日前まで

町内各場所で健診・がん検診を行います。
詳細な日程表は、４月に世帯通知を送付します。
「令和７年度　検診のお知らせ」をご確認ください。

❶川北町 LINE で申込む

❸申込書で申込む
個別送付した申込書にご記
入の上、保健センターへご
提出ください。
提出期限　４月30日

今回の検診等を控える方へ
町の検診等を希望されない
方は、町までお知らせくだ
さいますようお願いします。

LINEで回答される方はこちらから↑

※申込書より抜粋

川北町 LINE公式アカウント登録

健診・がん検診（集団）日程表

はじめに受信設定
を行った後、引き
続き申込みができ
ます。

川北町ホームページ
⇒令和７年度健診・がん検診のご案内
⇒「健診・がん検診（集団）日程表」
こちらからもご確認いただけます。

川北町 LINEを
登録している方

❶

❷ 確認して
から

希望の種類を
選んで

入
力
手
順

入
力
手
順

生年月日、電話番号を入力します。

受診可能な検診等が
表示されるので選択
（複数選択可能）します。

❹

❸

❺

❻ ❼

❽

申込書氏名下段に記載の９桁の数字
（LINE通知番号）の前に
小文字の「ｋ」を入れて入力
（例）LINE通知番号が　　　　　　　
　   「012345678」の場合
　   「k012345678」と入力

各
検
診
の
日
程
選
択
へ
進
み
、予
約
し
ま
す
。

各
検
診
の
日
程
選
択
へ
進
み
、予
約
し
ま
す
。

がん検診（個別） ※女性のみ

節目健診

子宮頸がん検診、乳がん検診は
医療機関で受ける個別検診もあります。
◆対 象 者：�子宮頸がんは20歳以上の女性

乳がんは40歳以上の女性
◆受診場所：�実施可能な医療機関は申込

み頂いた方へ連絡します
◆実施期間：９月１日（月）～		
	 　　  11月29日（土）
◆検診費用：無料

次の方は６月１日（日）の節目健診でも
受診できます。
40 ～ 70歳の方は、胸部レントゲンか胸
部マルチ CT（定員あり）か選択できます。
◆対象年齢：�4/1時点で 20・25・30・35・

40・45・50・55・60・65・70
歳の方

◆受診場所：保健センター
◆実施期間：６月１日（日）
◆受付時間：８：00～ 10：30
◆検診費用：無料
◆�詳しくは対象者に届きます「個人通知」
をご確認ください。


